
竹
河
巻

の
昇
進

の
記
事
を
あ
ぐ

っ
て

宮

田

光

一

竹
河
巻

の
巻
末
近
く
に
、
主
要
な
登
場
人
物
の
昇
進
の
記
事
が
あ
る
。

左
大
臣
う
せ
給
て
、
右
は
左
に
、
と
う
大
納
言
左
大
将
か
け
給

へ
る
右
大
臣

に
な
り
給
。

つ
ぎ
く

の
人
婆
な
り
あ
が
り
て
、
こ
の
か
ほ
る
中
将
は
中
納

言

に
、
三
位
の
君
は
宰
相
に
な
り
て
、

　
ユ

(
一
四
九
七
⑥
)

こ
の
記
事
か
ら
わ
か
る
こ
と
と
、
問
題
点

を
挙
げ
て
み
る
。

1

「
左
大
臣
」
は
竹
河
巻
初
出

の
人
物

で
、
こ
の
記
事

の
少
し
前

(
一
四
九
七

①
)
に
、
玉
婁
の
大
君
に
失
恋
し
た
蔵
人
少
将

(竹
河
巻
で
三
位
中
将
)
が
、

こ
の
左
大
臣
の
女
と
結
婚
し
た
こ
と
が
見
え
る
。
大
島
本
の
、
こ
の
死
去
し
た

「左
大
臣
」
の
傍
書
に

「無
系
図
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、

こ
の
人
物
は
、
突

然
登
場
し
て
じ
き
に
死
去
す
る
の
で
、
便
宜
上

「
竹
河
左
大
臣
」
と
呼
ば
れ
、

他

の
巻
に
影
響
す
る
こ
と
は
な
い
。

2

「
右
」
と
い
う
の
は
夕
霧

の
こ
と

で
あ
る
。
夕
霧
は
匂
宮
巻
で

「
右
の
お
ほ

い
殿
」
(
一
四
二
九
⑭
)
と
な

っ
て
お

り
、
こ
こ
で
、
右
大
臣
か
ら
左
大
臣
に

昇
進
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
夕
霧
の
官
名
は
、
現
行
の
大
島
本
に

よ

っ
て
も
そ
の
他
の
諸
本
に
よ

っ
て
も
、
紅
梅
巻
及
び
総
角
か
ら
手
習
に
至
る

各
巻
で

「右
大
臣
」
と

「
左
大
臣
」
が
混
在
し
て
い
る
。
最
近
の
諸
注
釈

で
も
、

大
島
本
を
尊
重
し
て
底
本
と
す
る
も
の
が
多
い
が
、
総
角
巻
が

「左
大
臣
」

で

あ
る
と
い
う
不
統

一
の
ま
ま
、
夕
霧
を
右
大
臣
と
す
る
も
の
が
多

い
。

3

「
と
う

(藤
)
大
納
言
」
は
紅
梅
の
こ
と
で
あ
る
。
紅
梅
巻

で
按
察
大
納
言

で
あ
り
、
竹
河
巻
で
も
大
納
言
で
あ
る
。
こ
こ
で
紅
梅
大
納
言
は
右
大
臣
に
な

り
、
左
大
将
を
兼
任
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
紅
梅

の
官
名
は
、
宇

治
十
帖
を
通
じ
て
す
べ
て

「
(按
察
)
大
納
言
」

で
あ
り
、

こ
の
竹
河
巻

の
記

事
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

4

薫
は
、
匂
宮
巻
で
元
服
後
、

一
四
歳
で
侍
従
、
そ
の
秋
右
近
中
将
と
な
り
、

ま
た
、
四
位
に
昇

っ
た
。

一
九
歳
で
三
位
、
宰
相
中
将
と
な

っ
た
。
こ
こ
で
、

　
マ
マ
　

薫
は
中
納
言
に
昇
進
し
た
と
記
さ
れ
る
。
「
さ
い
将
の
中
将
そ
の
秋
中
納
言
に

な
り
給
ぬ
」
(
一
五
五
三
⑥
)
と
い
う
椎
本
巻
の
記
事
は
、
こ
の
竹
河
巻
の
記

事
と
同
時
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
後

の
呼
称
も
矛
盾
が
な
い
。
し
か
し
、
薫
が
紅

梅
巻
で
す
で
に

「源
中
納
言
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
こ
と
は
、
作
者
の
先
走

っ
た

ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
の
可
能
性
も
あ
る

(3
頁
参
照
)
。

5

コ
ニ
位
の
君
」
は
、
竹
河
巻
で
蔵
人
少
将
か
ら
三
位
中
将
と
な

っ
て
い
る
夕

霧
の
子
息
。
母
は
雲
居
雁
。
こ
こ
で
宰
相
中
将
に
な

っ
た
と
記
さ
れ
る
。
総
角

巻
に

「左
の
お
ほ
い
と
の
、
宰
相
中
将
」
(
一
六
三
六
①
)、
「宰
相
中
将
」
(
一

六
三
九
②
)
と
呼
ば
れ
、
こ
の
竹
河
巻
の
記
事
と
の
矛
盾
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
こ
の
昇
進
の
記
事
の
う
ち
、
宇
治
十
帖
と
の
関
係

で
矛
盾
が
あ
る
の
は
、
夕
霧
と
紅
梅
の
二
人
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
以
下
、
こ
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竹
河
巻

の
昇
進
の
記
事
を
め
ぐ

っ
て

の
二
人
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

二
夕
霧
は
、
第
三
部

で
は
ど
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
官
名
を
示
し

て
い
る
四

一
例
を
諸
本
に
よ
り
調
査
し
た
の
が
、
次
の
表
1
で
あ
る
。
最
近
、
藤

　
　

　
さ

本
孝

一
氏

・
藤
井
日
出
子
氏
に
よ
り
、
大
島
本
の
夕
霧
の
官
名
の
表
記
が
、
竹
河

・

椎
本

・
総
角
の
各
巻
を
除
い
た
巻
に
於

て
、
「左
」
が

「
右
」
に
改
変
さ
れ
て
い

　
を
 る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
筆
者
も
、
大
島
本

の

一
部

・
影
印
本

・
D
V
D
に
よ
り
、

そ
の
状
態
を
確
認
し
た
上
で
、
表
1
を
作
成
し
た
。
「
右
」
と

「左
」

の
区
別
は

微
妙
な
も

の
が
あ
る
の
で
、
表
に
採
用
し
た
諸
本
は
、
実
際
に
調
査
し
た
写
本

・

ま
た
は
写
真

・
影
印
本
で
見
た
も
の
の
中
、
江
戸
時
代
よ
り
古
い
と
思
わ
れ
る
も

の
に
限

っ
た
。
諸
本
を
以
下
に
掲
げ
て
お
く
。

①

「
大
島
本
」

1
古
代
学
協
会

・
古
代

学
研
究
所
編

・

『
大
島
本
源
氏
物
語
』

(角
川
書
店
)

②

「明
融
本
」

浮
舟

ー

『桃
園
文
庫
影
印
叢
書

源
氏
物
語

(明
融
本
)
H
』
(東
海
大
学

出
版
会
)

紅
梅

・
竹
河

・
椎
本

・
総
角

・
早
蕨

・
宿
木

・
東
屋

・
手
習
-
実
践
女
子
大

学
蔵
本

③

「宗
祇
本
」
ー

(伝
宗
祇
筆

・
個
人
蔵
)

④

「肖
柏
本
」
!
天
理
図
書
館
蔵

⑤

「書
陵
部
本
」
ー

『宮
内
庁
書
陵
部
蔵

青
表
紙
本
源
氏
物
語
』
(新
典
社
)

⑥

「大
正
本
」
ー

(大
正
大
学
図
書
館
貴
重
書
画
像
公
開
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
)

⑦

「正
徹
本

一
本
」
1
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

⑧

「
紹
巴
本
」
ー
蓬
左
文
庫
蔵

紹
巴
奥
書
本

⑨

「
幽
斎
本
」
1
永
青
文
庫
蔵

(国
文
学
研
究
資
料
館
蔵

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に

よ
る
)

⑩

「池
田
本
」
ー
天
理
図
書
館
蔵

⑪

「伏
見
本
」
1
吉
田
幸

一
氏
蔵

(古
典
文
庫
)

⑫

「
三
条
西
家
証
本
」
1

『
日
本
大
学
蔵

源
氏
物
語
』
(八
木
書
店
)

⑬

「飯
島
本
」
1
書
芸
文
化
院
春
敬
記
念
書
道
文
庫
蔵

『飯
島
本
源
氏
物
語
』

(笠
間
書
院
)

⑭

「
尾
州
家
本
」
1
尾
州
徳
川
家
旧
蔵

蓬
左
文
庫
蔵
本

(徳
川
黎
明
会
)

⑮

「
高
松
宮
家
本
」
1

『
高
松
宮
御
蔵

河
内
本
源
氏
物
語
』
(臨
川
書
店
)
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵

⑯

「御
物
本
」
ー

『
東
山
御
文
庫
蔵

源
氏
物
語
』

(財
団
法
人

日
本
古
典
文

学
会
)

⑰

「
陽
明
本
」
ー
陽
明
文
庫
蔵
本

・
『
陽
明
叢
書

国
書
篇
』
(思
文
閣
出
版
)

⑱

「
保
坂
本
」
ー
東
京
国
立
博
物
館
蔵

保
坂
潤
治
旧
蔵
本

『
保
坂
本
源
氏
物

語
影
印
』
(お
う
ふ
う
)

⑲

「
穂
久
遍
本
」

ー
穂
久
選
文
庫
蔵

『
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
』
(貴
重
書

刊
行
会
)

ま
た
、
現
行
の
注
釈
書
等
の
本
文
も
、
以
下
の
も
の
を
参
照
し
た
。
特
に
断
ら

な
い
場
合
、
底
本
は
大
島
本
で
あ
る
。
(表
2
)

「
大
成
」
1

『
源
氏
物
語
大
成
』

・
中
央
公
論
社

(早
蕨
-
定
家
本
。
浮
舟
-
池

田
本
)

「全
書
」
1

『
日
本
古
典
全
書
』

・
朝
日
新
聞
社

「大
系
」
ー

『
日
本
古
典
文
学
大
系
』

・
岩
波
書
店

(全
巻
-
書
陵
部
本
)

「玉
上
評
釈
」
1

『源
氏
物
語
評
釈
』

・
角
川
書
店

(早
蕨
-
定
家
本
。
浮
舟
ー

明
融
本
)

「全
集
」
ー

『
日
本
古
典
文
学
全
集
』

・
小
学
館

(浮
舟
ー
明
融
本
)

「集
成
」
ー

『新
潮
日
本
古
典
集
成
』

・
新
潮
社

(早
蕨
ー
定
家
本
。
浮
舟
ー
明

融
本
。
手
習
-
静
嘉
堂
文
庫
蔵

・
伝
二
条
為
氏
筆
本
)

「完
訳
」
ー

『完
訳

日
本
の
古
典
』

・
小
学
館

(早
蕨
-
定
家
本
。
浮
舟
ー
明

融
本
)
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「
新
全
集
」
ー

『新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』

・
小
学
館

(早
蕨
-
定
家
本
。
浮

舟
1
明
融
本
)

「
新
大
系
」
ー

『新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
岩
波
書
店

(浮
舟
-
明
融
本
)

な
お
、

一
覧
表
に
す
る
に
あ
た
り
、

「右
大
臣
」
「
右
大
臣
殿
」
「右

(
の
)
大

殿
」
「右

の
お
ほ
い
殿
」
「右

の
お
と
ど
」
な
ど
は
す
べ
て

「右
」
に
、
「
左
大
臣
」

「左
大
臣
殿
」
「左

(の
)
大
殿
」
「左
の
お
ほ
い
殿
」
「左
の
お
と
ど
」
な
ど
は
す

べ
て

「
左
」
に
簡
略
化
し
た
。
○
は
改
変

の
跡
が
明
ら
か
に
確
認
で
き
る
場
合
、

△
は
判
断
が
難
し
い
場
合
、
「
左
」
↓

「右
」

は
、
本
来

「
左
」

で
あ

っ
た
も
の

を

「
右
」
に
改
変
し
た
場
合
、
/
は
脱
落
、
ヒ
は
見
セ
消
チ
を
示
す
。
傍
書
は
右

側
に
記
入
し
た
。

そ
の
結
果
、
諸
本
す

べ
て

一
致
し
て
い
る
の
は
、
4
～
15

(昇
進
の
記
事
を
含

む
竹
河
巻
)
と
16

(薫
も
夕
霧
も
ま
だ
昇
進
し
て
い
な
い
椎
本
巻
の
初
め
)
で
あ

る
。
陽
明
本
を
除
き
、
諸
本
す
べ
て

一
致
し
て
い
る
の
は
27

(宿
木
巻
の
直
物
の

記
事
)
で
あ
る
。
4
～
15

・
16
に
つ
い
て
は
、

一
致
し
て
当
然
で
あ
る
の
で
検
討

し
な
い
。
27
に

つ
い
て
は
、
後
の

(
四
)
で
検
討
す
る
。
残
る
二
七
例
を
検
討
す

る
に
あ
た
り
、
表

の
諸
本
の
中
、
⑭
⑮

は
河
内
本
で
あ
り
、
本
来
校
訂
本

で
あ
る

た
め
、
原
態
を
考
え
る
に
は
不
適
当
と
考
え
て
除
い
た
。
ま
た
⑬
及
び
⑯
～
⑲
は

青
表
紙
本

・
河
内
本

・
別
本
が
混
在
し
て
い
る
本
で
あ
る
た
め
、
検
討

の
対
象
か

ら
除
い
た
。

残

っ
た
①
～
⑫
の
諸
本
は
、
大
体
青
表
紙
本
と
見

て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ

ら
の
諸
本

の
夕
霧
の
官
名
を
比
較
検
討

す
る
と
、

A
、
大
島
本

・
明
融
本

・
宗
祇
本

・
肖
柏
本

・
書
陵
部
本

・
大
正
本

・
正
徹

一
本

・

紹
巴
本
は
、
ほ
ぼ

「左
大
臣
」
系
。

B
、
池
田
本

・
伏
見
本

・
三
条
西
家
証
本
は
、
ほ
ぼ

「右
大
臣
」
系
。

C
、
幽
斎
本
は

「右
大
臣
」
系
の
本
文
を

「左
大
臣
」
系

で
訂
正
し
て
い
る
。

こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
分
布
を
見
る
と
、
青
表
紙
本
の
中
に
は
、
竹
河
巻
の
昇
進
の
後

の
夕
霧
の

官
職
を
、
A
左
大
臣
と
す
る
か
、
B
右
大
臣
と
す
る
か
の
二

つ
の
流
れ
が
あ
り
、

竹
河
巻
の
昇
進
の
記
事
を

め
ぐ

っ
て

前
者

の
方
が
主
流
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
総
合
的
に
判
断
し
て
、
B
の
諸
本

　
ら

よ
り
は
大
島
本

の
方
が
す
ぐ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
し
、
従
来
大
島
本
が
尊
重
さ

れ
て
き
た
こ
と
で
も
あ
り
、
大
島
本
が
改
変
さ
れ
て
い
る
の
な
ら
ば
、
と
も
か
く

原
態
に
戻
し
て
み
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
大
島
本

の
、
改
変
が
明
ら
か
な
23
～
26

・

28
～
32

・
37
を
、
「右
」
か
ら

「左
」
に
戻
す
と
、
総
角
～
手
習

の
各
巻
で
、
夕

霧
を
左
大
臣
と
す
る
の
は
、
27
を
除
き
、
二

一
例
中

一
七
例
で
あ
る
。
誤
写
の
可

能
性
も
考
え
る
と
、
大
島
本

で
は
、
総
角
以
降
の
各
巻
で
、
夕
霧
を
左
大
臣
と
考

　
　

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
紅
梅
巻
に
つ
い
て
言
え
ば
、
大
島
本
の
ー
～
3
は

「右
」

で
あ
り
、
改

変

の
跡
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
明
融
本
1
を
除
き
、
「左
大
臣
」
系
の
諸
本

と
は
異
な

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も

「
右
大
臣
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
の
結
果
と
し
て
、
紅
梅
巻
を
竹
河
巻
よ
り
後
年
と
す
る
従
来
の
年
立
を

一
年
ほ

ど
前
に
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
可
能
性
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
。

紅
梅
巻
の
年
立
上
の
位
置
は
、
「源
中
納
言
」
(
一
四
五

一
⑫

・
一
四
五
七
⑦
)

と
い
う
薫
の
呼
称
に
よ

っ
て
決
め
ら
れ
て
き
た
。
竹
河
巻
末
に
薫

の
任
中
納
言
の

記
事
が
あ
り
、
そ
れ
よ
り
後
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

一
方
、
紅
梅
巻
の
、

紅
梅
大
納
言

・
夕
霧
右
大
臣
と
い
う
官
職
は
、
竹
河
巻
末

の
、
紅
梅
右
大
臣

・
夕

霧
左
大
臣
と
い
う
官
職
よ
り
後
年
に
は
な
り
得
な
い
。
薫

の
呼
称
か
或
は
紅
梅
及

び
夕
霧
の
呼
称
か
の
ど
ち
ら
か
が
誤
り
で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く
、
薫
を

「源
中
納
言
」

と
し
た
、
作
者
の
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
こ
で
は
、
そ
の
可
能
性
を

指
摘
す
る
に
と
ど
め

て
お
く
。

三

 

紅
梅
が
官
名
で
呼
ば
れ
る
の
は
、
第
三
部
で
は

一
七
例

(大
島
本
)
で
あ
り
、

そ
の
内
訳
は

「
按
察
大
納
言
」
5
、
「
按
察
」
1
、
「大
納
言
殿
」
2
、
「大
納
言

君
」
1
、
「大
納
言
」
4
、
「
藤
大
納
言
」
3
、
「大
臣
殿
」
1
、
で
あ
る
。
諸
本

と
も
そ
の
呼
称
に
ほ
ぼ
準
じ
て
い
る
。
「
大
臣
殿
」

(穂
久
遡
本

「右
大
殿
」、
保
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表1-(2)一

⑩池 田 ⑪伏 見 ⑫三条西証 ⑬飯 島 ⑭尾 州 ⑮高松宮 ⑯御 物 ⑰陽 明 ⑱保 坂 ⑲穂久遍

1 右 右大将 左 ← 、右 イ 右 右 右 右大将 右大将 右 右

2 右 右 左 ←.右 右 右 右 右 右 右 右

3 右 右 右 右 右 右 . 右 右 右 右

4 右 右 右 右 右 右 右 右 みき 右

5 右 右 右 右 右 右 右 右 みき 右

6 右 右 右 右 右 右 右 右 みき 右

7 右 右 右 右 右 右 右 右 みき 右

8 右 右 右 △右 右 右 右 右 右 右

9 右 右 右 右 みき み き 右 右 右 右

10 右 左 右 右 右 右 右 右 右 右

11 右 右 右 右 右 右 右 右 右 右

12 右 右 右 △右 右 右 右 右 右 右

13 右は左に 右は左に 右は左に 右は左に 右は左に 右は左に 右 左に 右は左に 右はひたりに ・ ・左 に

14 左 左 左 左 左 左 左 左 左 左

15 大臣 左 ←、右 左窄 左 左 左 左 左 左 左

16 右 右 右 右 右 右 左 ←.右 左 みき 右

17 右 / 右 右 右 右 右 右 みき 右

18 右 / 右 右 右 右 右 右 みき 右

19 右 右 右 右 右 右 右 み き み き 右

20 み き 右 み き み き 右 右 右 み き み き 右

21 右 右 右 右 右 右 右 み き みき 右

22 右 右 右 右 右 右 右 右 右 右

23 右 右 左穿 右 右 右 右 み き み き 右

24 右 右 右 右 右 右 右 み き み き 右

25 右 右 右 左 右 右 右 み き みき 右

26 右 み き 右 右 み き 右 み き み き み き 右

27 右 右 右 右 右 右 み き 右大将 右 右

28 右 右 右 左 斗匡 。左 → 右 右 右 左 み き 右

29 右 みき 右 右 み き 右 右 ひたり み き 右

30 右 右 右左 右 み き 右 み き 左 み き 右

31 右 右 右 右 み き 右 み き ひたり み き 右

32 さ 左 右 右 右 人, 右 右 左 右 右

33 大 との 右 右 右 右 右 み き 右 右 左

34 右 み き 右午 右 右 右 右 み き 右 右

35 右 右 右午 右 右 右 右 右 右 右

36 右 右 右穿 右 右 右 右 み き 右 右

37 右 右 右^ 右 右 右 右 左 右 左

38 みき 右 右 / み き み き み き 左 右 左

39 右 右 左泉 右 右 右 右 左 右 左

40 右 右 右 右 右 右 右 右大将 右 右

41 みき 右 右 右 右 右 右 左大将 み き 右

竹
河
巻
の
昇
進
の
記
事
を
め
ぐ

っ
て
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表1-(1)一

巻名(大 成 ・頁行) ①大 島 ②明 融 ③宗 祇 ④肖 柏 ⑤書陵部 ⑥大 正 ⑦正徹一 ⑧紹 巴 ⑨幽 斎

1 紅梅1448-9 右 右 左 左 左 左 左 左 左← 。右

2 〃1451-12 右 左 左 左 左 左 左 左 左←.右

3 〃1456-7 右 左 左 左 左 左 左 左 左← 。右

4 竹河1464-3 右 右 右 右 右 右 右 右 右

5 〃1465-5 右 右 右 右 右 右 右 右 右

6 〃1467-2 右 右 右 右 右 右 右 右 右

7 〃1467-8 右 右 右 右 右 右 右 右 右

8 〃1483-9 右 右 右 右 右 右 右 右 右

9 〃1488-4 右 右 右 右 右 右 右 右 右

10 〃1489-10 撫,左 → 右 … 右 右 右 右 右 右 右 右

11 〃1491-11 右 右 右 右 右 右 右 右 右

12 〃1492-8 右 右 右 右 右 右 右 右 右

13 〃1497-6 右は左に 右は左に 右は左に 右は左に 右は左に 右は左に 右は左に 右はひたりに 右は左に

14 〃1500-1 左 左 左 左 左 左 左 左 左

15 〃1500-10 左 左 亨 左 左 左 左 左 左 左

16 椎本1547-6 右 右 右 右 右 右 右 右 。左→右

17 総 角1634-8 左 左穿 左 左 左 左 左 左 左← 、右

18 〃1636-1 左 左 左 左 左 左 左 左 左

19 〃1642-14 左 左 左 左 左 左 左 左 左

20 〃1648-1 ひた り 左 左 左 ひた り 左 左 ひたり 左

21 〃1651-14 左 左 左 左 左 左 左 左 左

22 早蕨1691-5 △右 左 左 左 左 左 左 左 左← 。右

23 宿木1705-11 ㊧ 一 右 左 左 左 左 左 左 左 左← 、右

24 〃1708-2 ㊧ → 右 左 左 左 左 左 左 左 左

25 〃1717-6 ㊧ 一 右 左 左 左 左 左 左 ひたり 左

26 〃1720-7 ㊧ 一 右 左 左 左 左 左 左 左 左 斗「

27 〃1770-4 右 右 右 右 右 右 右 右 右

28 〃1770-11 ㊧ → 右 左 左 左 左 左 左 左 左←。右

29 〃1773-2 唖)一 右 左 左 左 左 左 左 左 左← 、右

30 〃1777-4 (璽)一 みき 左 左 左 左 左 右 左 左← 。右

31 〃1780-8 ⑱)一 みき 左 左 左 左 左 左 左 左← 、右

32 東屋1806-8 ㊧ → 右 左 左 左 左 左 △右 左 左← 、右

33 〃1823-1 右 左 左 左 左 左 左 左 左← 。右

34 浮舟1866-7 / 右 右 左 左 左 右 左 左← 、右

35 〃1871-3 / 右 左← 右 左 左 左 右 左 右

36 〃1879-13 / 右 右 左 左 左 左 左 左← 。右

37 蜻蛉1966-10 ㊧ 一 右 左 左 左 右泥 右 左 左 左

38 〃1970-3 ひたり 左 左 左 左← み き
ヒ ヒ

右 左 左 左← 。右

39 〃1976-9 左 左 左 左 右 ゐ 右 左 左 左

40 手習2026-4 右 左 右 左 左 左 左 左 左

41 〃2044-4 右 左 右 左 左 左 左 左 左←.右

 

竹
河
巻

の
昇
進
の
記
事
を
め
ぐ

っ
て
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表2

竹
河
巻
の
昇
進
の
記
事
を
め
ぐ

っ
て

巻名(大 成・頁行) 大 成 全 書 大 系 玉上評釈 全 集 集 成 完 訳 新全集 新大系

1 紅梅1448-9 右 右 右 右 右 右 右 右 右

2 〃1451-12 右 右 左 右 右 右 右 右 右

3 〃1456-7 右 右 右 右 右 右 右 右 右

4 竹河1464-3 右 右 右 右 右 右 右 右 右

5 〃1465-5 右 右 右 右 右 右 右 右 右

6 〃1467-2 右 右 右 右 右 右 右 右 右

7 〃1467-8 右 右 右 右 右 右 右 右 右

8 〃1483-9 右 右 右 右 右 右 右 右 右

9 〃1488-4 右 右 右 右 右 右 右 右 右

10 〃1489-10 右 右 右 右 右 右 右 右 右

11 〃1491-11 右 右 右 右 右 右 右 右 右

12 〃1492-8 右 右 右 右 右 右 右 右 右

13 〃1497-6 右は左に 右は左に 右は左に 右は左に 右は左に 右は左に 右は左に 右は左に 右は左に

14 〃1500-1 左 左 左 左 左 左 左 左 左

15 〃1500-10 左 左 左 左 左 左 左 左 左

16 椎本1547-6 右 右 右 右 右 右 右 右 右

17 総角1634-8 左 左 左 左 左 右 左 左 左

18 〃1636-1 左 左 左 左 左 右 左 左 左

19 〃1642-14 左 左 左 左 左 右 左 左 左

20 〃1648-1 ひたり 左 左 左 左 右 左. 左 左

21 〃1651-14 左 左 左 左 左 右 左 左 左

22 早蕨1691-5 右 右 左 右 右 右 右 右 右

23 宿木1705-11 右 右 左 右 右 右 右 右 右

24 〃1708-2 右 右 左 右 右 右 右 右 右

25 〃1717-6 右 右 左 右 右 右 右 右 右

26 〃1720-7 右 右 左 右 右 右 右 右 右

27 〃1770-4 右 右 右 右 右 右 右 右 右

28 〃1770-11 右 右 左 右 右 右 右 右 右

29 〃1773-2 右 右 左 右 右 右 右 右 右

30 〃1777-4 み き 右 左 右 右 右 右 右 右

31 〃1780-8 み き 右 左 右 右 右 右 右 右

32 東屋1806-8 右 右 右 右 右 右 右 右 右

33 〃1823-1 右 右 左 右 右 右 右 右 右

34 浮舟1866-7 右 右 左 右 右 右 右 右 右

35 〃1871-3 右 右 左 右 右 右 右 右 右

36 〃1879-13 右 右 左 右 右 右 右 右 右

37 蜻蛉1966-10 右 右 左 右 右 右 右 右 右

38 〃1970-3 ひたり 右 左 左 左 右 左 左 左

39 〃1976-9 左 右 左 右 左 右 左 左 左

40 手習2026-4 右 右 左 右 右 右 右 右 右

41 〃2044-4 右 右 左 右 右 右 右 右 右
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坂
本

「右

の
お
ほ
い
と
の
」
)
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
竹
河
巻
の
昇
進
後
の

一
例
の

み
で
、
そ
の
他
は
す

べ
て
、
紅
梅
が

(
按
察
)
大
納
言
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
竹
河
巻
に
よ
れ
ば
、
紅
梅
は
右
大
臣
で
左
大
将
を
兼
任
し
た
と
あ
る
。
左
大

将
や
右
大
将
は
、
実
際
に
は
中
納
言

・
大
納
言

・
右
大
臣

・
左
大
臣
な
ど
と
兼
任

す
る
の
が
常
で
あ
る
の
で
、
こ
の
記
事

は
、
異
例
で
は
な
い
。
し
か
し
、
右
大
臣

が
大
納
言
を
兼
任
す
る
例
は
な
い
の
で
、
「大
納
言
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
は
、
右

大
臣
と
兼
任
し
て
い
な
い
、
即
ち
右
大
臣
で
は
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ

る
。
大
島
本
の
紅
梅
の
記
事

の
傍
書
に

「
紅
梅
の
お
と
ゴ
な
り
」
(紅
梅

一
四
四

七
①
)
、
「
こ
の
時
は
右
大
臣
な
り

(略
)
本
の
官
を
か
け
る
は
物
語

の
作
者

の
詞

な
り
」
(『花
鳥
余
情
』
の
引
用
。
宿
木

一
七
〇
七
④
)
と
注
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
紅
梅
を
右
大
臣
と
呼
ぶ
例
が
宇
治
十
帖
に
見
当
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
紅
梅
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

紅
梅
は
頭
中
将
と
右
大
臣
四
君

の
間

に
生
ま
れ
た
二
男

で
あ
る
。
兄
は
柏
木
で
あ

る
。
や

つ
こ
＼
の
つ
ば
か
り
に
て
こ
ゑ

い
と
お
も
し
ろ
く

(略
)
世
の
人
の
思

へ

る
よ
せ
お
も
く

て
お
ぼ
え
こ
と
に
か
し
づ
け
り
。
心
ば

へ
も
か
ど
く

し
う

か
た
ち
も
お
か
し
く
て

(略
)
た
か
さ
ご
を
い
だ
し
て
う
た
ふ
。
い
と
う

つ

く
し
。

(賢
木
三
七
三
⑦
)

か
の
た
か
さ
ご
う
た
ひ
し
君
も
か

う
ぶ
り
せ
さ
せ
て

(濡
標
四
八
六
⑥
)

弁
少
将

ひ
や
う
し
う
ち
い
で
、
し
の
び
や
か
に
う
た
ふ
ご
ゑ
す
ゴ
虫
に
ま
が

ひ
た
り
。

(篭
火
八
五
七
⑨
)

弁

の
少
将
ひ
や
う
し
と
り
て
む
め
が
え
い
だ
し
た
る
ほ
ど
い
と
お
か
し
。
わ

ら
は
に
て
ゐ
ん
ふ
た
ぎ
の
お
り
た
か
さ
ご
う
た
ひ
し
君
な
り(梅
枝
九
八
〇
⑨
)

例

の
弁
少
将
こ
ゑ
い
と
な

つ
か
し
く
て
あ
し
が
き
を
う
た
ふ
。

(藤
裏
葉

一
〇
〇
三
⑤
)

弁

の
少
将
の
こ
ゑ
す
ぐ
れ
た
り
。

(藤
裏
葉

一
〇

一
八
⑭
)

第

一
部
で
は
、
人
望
も
あ
り
、
容
貌
も
才
能
も
す
ぐ
れ
、
声
も
よ
く
、
前
途
有

竹
河
巻
の
昇
進

の
記
事
を
め
ぐ

っ
て

望
な
若
者
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
第
二
部
に
な
る
と
、
柏
木
に
後
事

を
託
さ
れ
、
柏
木
の
没
後
、
法
事
を
行
な
う
姿
は
、
頭
中
将
家

の
後
継
者
と
目
さ

れ
る
筈
が
、

弁
君
は
た
お
も
ふ
心
な
き
に
し
も
あ
ら
で
け
し
き
ば
み
け
る
に
、
こ
と
の
ほ

か
な
る
御
も
て
な
し
な
り
け
る
に
、
は
じ
ゐ
て
え
ま
で
と
ぶ
ら
ひ
給
は
ず
な

り
に
た
り
。

(柏
木

=
一=

○
②
)

と
、
未
亡
人
の
落
葉
宮
に
言
い
寄

っ
て
も
問
題
に
も
さ
れ
ず
、
恥
ず
か
し
く
て
寄

り
付
か
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
第
三
部

に
な

っ
て
、
紅
梅
巻

で
は
、
蛍
宮
の
未
亡
人
の
真
木
柱
と
結
婚
、
東
宮
に
大
君
を
入
れ
、
中
君
を
匂
宮

に
と
志
す
が
、
う
ま
く
行
か
な
い
。
と
も
か
く
、
こ
れ
は
頭
中
将
家
の
後
継
者
に

ふ
さ
わ
し
い
行
動
で
は
あ
る
。
竹
河
巻
で
は
、
玉
髪
と
は
そ
れ
程
親
し
く
な
い
こ

と
、
大
納
言
か
ら
右
大
臣

へ
昇
進
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
久
し
ぶ
り
に
登
場
し
た

か
ら
か
、
相
変
ら
ず

「
た
か
さ
ご
う
た
ひ
し
よ
」
(竹
河

一
四
六
七
⑦
)
と
紹
介

さ
れ
る
。
宿
木
巻
で
は
、
薫
と
女
二
宮
の
結
婚
に
際
し
て
、

あ
ぜ
ち
の
大
納
言
は
、
我
こ
そ
か
＼
る
め
も
み
ん
と
思
し
が
ね
た
の
わ
ざ
や

と
思
給

へ
り
。
こ
の
宮
の
御
は

＼
女
御
を
そ
む
か
し
心
か
け
き
こ
え
給

へ
り

け
る
を
、
ま
い
り
給
て
の
ち
も
猶
思
は
な
れ
ぬ
さ
ま
に
き
こ
え
か
よ
ひ
給
て
、

は
て
は
宮
を
得
た
て
ま

つ
ら
む
の
心

つ
き
た
り
け
れ
ば
、
御
う
し
ろ
み
の
ぞ

む
け
し
き
も
も
ら
し
申
け
れ
ど
、
き
こ
し
め
し
だ
に
つ
た

へ
ず
な
り
に
け
れ

ば
、
い
と
心
や
ま
し
と
思
て

(略
)
い
み
じ
く
そ
し
り

つ
ぶ
や
き
申
給
け
れ

ど
、
さ
す
が
ゆ
か
し
け
れ
ば
、
ま
い
り
て
心
の
う
ち
に
ぞ
は
ら
た
ち
ゐ
給

へ

り
け
る

(宿
木

一
七
七
八
⑫
)

あ
ぜ
ち
も
む
か
し
す
ぐ
れ
給

へ
り
し
御
声

の
な
ご
り
な
れ
ば

(宿
木

一
七
八
〇
⑥
)

と
、
女
二
宮
の
後
見
を
望
む
が
相
手
に
も
さ
れ
ず
、
面
白
く
な
く
て
立
腹
し
な
が

ら
、
そ
れ
で
も
藤
花

の
宴
に
参
上
、
和
歌
を
詠
じ
、
歌
を
謡

っ
て
い
る
。
こ
の
時

の
紅
梅
は
五
六
、
七
歳
。
三
〇
歳
も
若
い
薫
と
競
う
な
ど
、
笑
止
と
い
う
他
は
な

い
。
宿
木
巻

で
描
か
れ
る
紅
梅
は
、
と
て
も
右
大
臣
に
相
応
し
い
人
物
と
は
言
え
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ま

い

。四

竹
河
巻
の
昇
進

の
記
事
を
め
ぐ

っ
て

と
こ
ろ
で
、
宿
木
巻
の
直
物
の
薫

の
昇
進
の
記
事
に
は
、
不
可
解
な
と
こ
ろ
が

あ
る
。き
さ
ら
ぎ
の
つ
い
た
ち
ご
ろ
に
、

な
お
し
も
の
と
か
い
ふ
こ
と
に
権
大
納
言

に
な
り
給

て
右
大
将
か
け
給

つ
。
右
の
お
ほ
い
と
の
ひ
だ
り
に
て
お
は
し
け

る
が
、
じ
＼
給

へ
る
所
な
り
け
り
。

(宿
木

一
七
七
〇
③
)

こ
の

「右
大
臣
」
は
誰
な
の
だ
ろ
う
。
諸
本
を
調
べ
て
も
、
陽
明
本
が

「右
大
将

ひ
た
り
に
な
り
給

て
か

へ
給

へ
る
」

(宿
木

一
二
〇
ウ
)
と
あ
る
以
外
は
、
す
べ

て

「
右
の
大
殿

(お
ほ
い
殿

・
大
い
殿

・
お
ほ
い
と
の

・
お
ほ
と
の

・
大
臣
殿
)」

で
あ
る
。
現
行
の
諸
注
釈
で
は
、
「全
書
」
「玉
上
評
釈
」
「全
集
」
「
集
成
」
「
新

全
集
」
「
新
大
系
」

は
、
夕
霧
右
大
臣

が
兼
任
し
て
い
た
左
大
将
を
辞
し
、
そ
れ

ま
で
の
右
大
将
が
左
大
将
に
転
じ
、
そ

の
あ
と
に
薫
が
任
じ
ら
れ
た
、
と
す
る
。

「大
系
」
だ
け
は
、
紅
梅
右
大
臣
が
兼
任

の
左
大
将
を
辞
し
た
、
と
す
る
。
「大
系
」

は
書
陵
部
本
を
底
本
と
し

て
い
る
た
め
、
夕
霧
は
左
大
臣

で

一
貫
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
夕
霧
が
右
大
臣
で
は
な
く
、
左
大
臣
で
あ
る
と
読
む
立
場
か
ら
す
る
と
、

本
来
な
ら
、
右
大
臣
は
紅
梅
の
筈

で
あ
る
が
、
直
物

の
記
事

の
後

の
藤
花

の
宴
の

　
ア

参
加
者
と
し

て
、
「
み
ぎ
の
お
と
ゴ
、
ー

言
、
と
う
中
納
言
、
左
兵

衛

の
か
み
」

(宿
木

一
七
七
七
④
)
と
あ

り
、
さ
ら
に
続
く

「
あ
ぜ
ち
の
大
納
言

は

(略
)
は
ら
た
ち
ゐ
給

へ
り
け
る
」

(
一
七
七
八
⑫
)
「
は
ら
た

つ
大
納
言
」

(
一
七
八
〇
④
)
「
あ
ぜ
ち
も
む
か
し
す
ぐ
れ
給

へ
り
し
御
声
」
(
一
七
八
〇
⑥
)

と
い
う
記
述
か
ら
す
る
と
、

こ
の
大
納
言
は
紅
梅
以
外

で
は
あ
り
得
な
い
。
直
物

の
記
事

の

「
右
大
臣
」
は
、
竹
河
巻

の

「左
大
臣
」
を
系
図
に
な
い

「竹
河
左
大

臣
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
、
女
二
宮
の
婿
と
な
る
薫
を
昇
進
さ
せ
る
た
め
に
便
宜
的

に

登
場
し
た
、
「宿
木
右
大
臣
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
人
物

で
は
な
か
ろ
う
か
。
結
局
、

竹
河
巻
以
外
に
、
紅
梅
を
右
大
臣
と
呼
ぶ
例
は

一
つ
も
な
い
の
で
あ
る
。

紅
梅
は
、
賢
木
巻
で
登
場
し
た
と
き
に
は
注
目
さ
れ
る
べ
き
人
物
と
考
え
ら
れ

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
後
、
紅
梅
を
特
徴
づ
け
る
も
の
は
声
が
よ
い
こ

と
だ
け
で
あ
り
、
柏
木
の
死
後
は
頭
中
将
家
の
中
心
と
な
る
べ
き
立
場
で
あ
り
な

が
ら
、
落
葉
宮
に
失
恋
し
、
さ
ら
に
、
今
上
帝
の
女
二
宮
に
も
年
甲
斐
も
な
く

一

方
的
に
失
恋
す
る
と
い
う
、
声
以
外
に
取
柄

の
な
い
、
右
大
臣
に
相
応
し
く
な
い

人
物
に
変
貌
し
て
し
ま

っ
た
。
作
者
は
、
竹
河
巻
の
昇
進
の
記
事
を
敢
え
て
無
視

し
、
紅
梅
を
大
納
言
の
ま
ま
放
置
し
た
の
で
あ
る
。

五
作
者
は
、
な
ぜ
紅
梅
の
昇
進
を
無
視
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
臆
測
に
よ

っ

て
述

べ
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

竹
河
巻
末
の
昇
進
の
記
事
は
、
作
者
が
、

一
旦
物
語
の
筆
を
摺
く

つ
も
り
で
、

関
係
者
を

「
め
で
た
く
」
昇
進
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
幻
巻
で
物
語
を
中
断

し
た
作
者
が
、
周
囲
か
ら
の
再
三
の
要
請
に
よ

っ
て
再
び
書
き
始
め
た
の
が
、
匂

宮

.
紅
梅

・
竹
河
の
三
帖
で
あ
り
、
そ
の
時
点
で
は
、
宇
治
十
帖
の
構
想
は
で
き

あ
が

っ
て
い
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

八
の
宮
の
姫
君
に
も
御
心
ざ
し
の
あ
さ
か
ら
で
い
と
し
げ
う
ま
う
で
あ
り
き

給
。

(紅
梅

・
一
四
五
八
⑨
)

う
ち
の
ひ
め
君
の
心
と
ま
り
て
お
ぼ
ゆ
る
も
、
か
う
ざ
ま
な
る
け
は
ひ
の
お

か
し
き
ぞ
か
し
と
思
ゐ
給

へ
り
。

(竹
河

・
一
四
九
九
⑨
)

宇
治
十
帖
の
伏
線
か
、
と
も
読
め
る
、
こ
の
二

つ
の
記
事
は
、
紅
梅

・
竹
河
の
二

巻
の
時
間
が
宇
治
十
帖
と
重
な
る
こ
と
に
気
づ
い
た
作
者
に
よ
る
、
補
筆
で
あ
ろ

う
。
匂
宮
と
薫
と
が
、
宇
治
の
八
宮
の
姫
君
と
恋
を
す
る
、
ぐ
ら
い
の
大
ま
か
な

構
想
は
あ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
。

匂
宮
巻
は
光
源
氏
の

一
族
の
後
日
讃
と
し
て
の
新
し
い
男
主
人
公
た
ち
の
紹
介

で
あ
る
か
ら
と
も
か
く
と
し
て
、
紅
梅
巻
は
頭
中
将
家

の
後
日
謳
、
竹
河
巻
は
玉

髪
家

の
後
日
謳

で
あ
り
、
正
篇
を
補
足
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
新
し
い
物
語

の
発
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端

で
は
な
い
。
も
し
、
宇
治
十
帖
の
構
想
が
完
成
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
紅
梅

.

竹
河
の
二
巻
は
書
か
れ
な
か

っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

と
も
か
く
、
そ
の
後
、
宇
治
十
帖
は
書

き
継
が
れ
た
。
竹
河
巻

の
記
事
に
よ
り
、

主
要
な
人
物
は
昇
進
し
た
。
そ
の
後
の
夕
霧
も
左
大
臣
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
紅
梅
だ
け
は
、
不
注
意
に
よ
る
も

の
で
は
な
く
、
作
者
が
意
図
的
に
昇
進
さ

せ
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
夕
霧
は
明
石
中
宮
の
兄
で
あ
り
、
大
君
は
東
宮
と
、

中
君
は
二
宮
と
、
六
君
は
次
の
東
宮
と
目
さ
れ
る
匂
宮
と
結
婚
さ
せ
る
と
い
う
、

い
わ
ば
藤
原
道
長
の
よ
う
な
立
場
で
あ

る
。
薫
の
実
父
が
柏
木

で
あ
る
こ
と
を
知

る
人
は
母
宮
と
弁
尼
だ
け
で
あ
り
、
薫

は
、
世
間
か
ら
は
、
光
源
氏

の
内
親
王
腹

の
子
息
と
し
て
、
重
ん
じ
ら
れ
て
い
る
。
「
こ
の
御
ぞ
う
よ
り
外

に
人
な
き

こ
ろ

を
ひ
」
(竹
河

一
四
九
七
⑧
)
と
い
う

よ
う
に
、
光
源
氏
の

一
族
だ
け
が
栄
華
を

承
け
継
ぐ
と
い
う
、
物
語

の
大
き
な
流

れ
の
中

で
は
、
紅
梅
も
玉
婁

の
子
供
た
ち

も
、
取
り
残
さ
れ
る
し
か
な
か

っ
た
。

そ
の
後
、
こ
の
紅
梅

の
官
名
に
関
す

る
、
竹
河
巻
と
宇
治
十
帖
と
の
間
の
明
ら

か
な
矛
盾
に
よ
り
、
竹
河
巻
の
昇
進
の
記
事
が
疑
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
次
い

で
、
「左
」
と

「右
」
が
誤
り
や
す
い
こ
と
も
あ

っ
て
、
夕
霧
も
昇
進
せ
ず
右
大

臣
の
ま
ま
と
す
る
本
が

一
部
に
流
布
し
、
有
力
な
写
本
で
あ
る
大
島
本
も
、
恐
ら

く
江
戸
時
代
に
、
見
せ
消
ち
で
は
な
く
、
改
変
を
隠
す
よ
う
な

「な
ぞ
り
」
「加

筆
」
「胡
粉
」
な
ど
に
よ

っ
て
、
改
変

さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
総
角
巻
は
直
し
忘
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
現
在
に
至
る
ま
で
諸
本
に
影
響
を
与
え
、
諸
注
釈
の
混

　
ヨ
乱

の
原

因

と

な

っ
た

と

思

わ

れ

る

。

〈注
〉

※
1

以
下
、
数
字
は

『
源
氏
物
語
大
成
』
の
頁
数
と
行
数
で
あ
る
。
濁
点

・
句

読
点

・
傍
線
は
、
筆
者
が
付
け
た
も
の
で
あ
る
。

※
2

藤
本
孝

一
「大
島
本
源
氏
物
語

の
写
本
学
的
研
究
」
(『
大
島
本
源
氏
物
語

の
再
検
討
』
所
収

・
和
泉
書
院

・
二
〇
〇
九
年

一
〇
月
)

※
3

藤
井
日
出
子

「
右
大
臣
と
左
大
臣

-

大
島
本
に
お
け
る
夕
霧
の
官
位
表

竹
河
巻
の
昇
進
の
記
事
を
め
ぐ

っ
て

記
を
め
ぐ

っ
て
ー

」
(『
国
際
教
養
学
部
論
叢
』
第

一
巻
第
二
号

.
中
京
大

学
国
際
教
養
学
部

・
二
〇
〇
九
)

※
4

藤
本
孝

一
氏
は
透
過
光
及
び
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
等
に
よ
り
、

「
な
ぞ
り
」
「
追
筆
」
「
胡
粉
塗
抹
」

に
よ
る
改
変
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
明

ら
か
に
さ
れ
た
。
胡
粉
は
、
平
仮
名
の
た
め
に
な
ぞ
り
や
加
筆
が
不
可
能
な

個
所
で
使
わ
れ
て
お
り
、
藤
本
氏
は
、
こ
れ
ら
の
改
変
が
江
戸
時
代
に
行
な

わ
れ
た
と
述
べ
て
居
ら
れ
る
。

※
5

一
々
の
例
は
挙
げ
な
い
が
、
例
え
ば
、
筆
者
も
著
者
の

一
人
と
し
て
参
加

し
て
い
る

『
源
氏
物
語
注
釈

・
八
』
(風
間
書
房

・
二
〇

一
〇
年

一
二
月
)

の

〔校
異
〕
の
作
業
の
経
験
に
よ
る
感
触
で
あ
る
。

※
6

大
島
本
は
浮
舟
巻
を
欠
く
が
、
大
島
本

に
近
く
、
「左
大
臣
」
系

で
あ
る

明
融
本
の
中
で
、
定
家
本
の
面
影
を
残
す
と
思
わ
れ
る
、
桃
園
文
庫
本
の
浮

舟
巻
で
は
、
夕
霧
は

「右
」
大
臣
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「右
」
と

「左
」

の
問
題
は
諸
本

の
系
統
を
精
査
し
な
い
と
簡
単
に
は
語
れ
な
い
が
、
拙
稿
は
、

と
り
あ
え
ず
大
島
本
を
原
態

に
戻
す
こ
と
を
主
眼
と
し
た
仮
説
で
あ
る
こ
と

を
、
お
断
り
し
て
お
く
。

※
7

こ
の
個
所
は
、
大
島
本
は
本
来

「
ひ
た
り
」
で
あ
る
が
、
上
に
胡
粉
を
塗

っ

て
抹
消
し
、
「
み
き
」
と
改
変
さ
れ
て
い
る
。

※
8

現
行
の
注
釈
書
は

「大
系
」
(「書
陵
部
本
を
底
本
と
す
る
)
以
外
は
殆
ど

大
島
本
を
底
本
と
し
て
い
る
。
総
角
巻
は
改
変
を
免
れ
て
い
て

「
左
」
の
ま

ま
で
あ
る
が
、
『
集
成
』
は
、
す
べ
て

「
右
」

に
校
訂
し
て
い
る
。
逆

に

「
大
系
」
で
は

「
他
本
に
よ

っ
て

(四

・
補
注
三
〇
五
)」
、
「
左
」
を

「右
」

に
改
め
て
い
る
個
所
が
あ
る
、
な
ど
。

〈付
記
〉

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、

た
、
藤
本
孝

一
氏
か
ら
は
、

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

藤
井
日
出
子
氏

の
御
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

御
懇
切
な
御
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
厚

一9一


